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蒲池 文恵 
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時津  啓  

５．中国の小学校における道徳教育の評価方法の変容  

― 2001 年の基礎教育課程改革の転換期に着目して―  

那  楽 

６．「特別の教科 道徳」における「生命」、「自然」、「崇高なもの」  

中橋 和昭  

７．道徳科における評価に向けての一考察  

―「ねらいに即した観点による評価」の試み― 

萩野 奈幹  

 

Ⅱ．実践研究報告 

１．「ねらいを明確に」した道徳授業  

  ～同学年・同一内容項目・異なる資料での比較を通して～  

中山 真樹  

 

Ⅲ．シンポジウム  「特別の教科」としての道徳を考える 

１． シンポジストの資料  

（１）「特別の教科 道徳」に向けて大切にしたいこと 
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服部 敬一  
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